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特定行為研修修了者の就業者数の目標値(案）

２ 報告(１）第８次保健医療計画（及びかながわグランドデザイン）
目標値（ＫＰＩ）について

資料５－（４）
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※医療課 一部修正

※算出例にある項目を選択し、目標値を算出する

特定行為に係る目標値の考え方について
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※医療課 一部修正
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令和５年度第1回
在宅医療推進協議会訪問看護部会により決定

（令和５年6月開催）

７０

①在宅・慢性期領域の就業者数の目標値について
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本県の考え(１)

新興感染症の有事への対応として、重症度の高い患者を受け入れることが可能であ
る高度急性期病棟「359」に特定行為研修修了者の配置することを優先したい。

②新興感染症等の有事に対応可能な就業者数の目標値(案)について

大項目 小項目 算出例 採択 採択理由

②
新興感染症の
有事に対応可
能な就業者数

ア．有事にＩＣＵや救命救急等の集
中治療を担う全ての病棟において、
機動的かつ流動的な対応が可能とな
る特定行為研修修了者の人数

高度急性期病棟数
「359」×1人

〇

急性期病棟に特定行為研
修修了者を配置すること
を優先したいため、
「359」を採択したい

イ．新型コロナウイルス感染症の重
症患者を受け入れている医療機関の
ニーズ

現在は調査項目に該当し
ていないため特定できな
い

―

※算出例にある項目を選択し、目標値を算出する
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本県の考え(２) ※算出例にある項目を選択し、目標値を算出する

大項目 小項目 算出例 採択 採択理由

③
医療機関にお
ける看護の質
の向上とタス
ク・シフト/
シェアに資す
る就業者数

ア. 医療機関の看護師の
特定行為への受講ニーズ

回答施設数「90」×1人
×

イ.特例水準申請予定医
療機関の急性期病棟に
特定行為研修修了者を
配置することを優先し
たいため「251」を採択
したい（※②高度急性
期病棟数「359」の重複は
除き算出する）

イ．医師労働時間短縮計
画の作成対象となる医療
機関や、総合入院体制加
算を算定する医療機関に
おける特定行為研修修了
者の養成ニーズ

特例水準申請予定医療機関
・急性期病棟数「251」×1人
・高度急性期病棟「234」×1人 〇

医療機関における看護の質の向上とタスク・シフト/シェアとして、医師の働き方改
革に係る特例水準申請医療予定機関の急性期病棟「251」に、特定行為研修修了者の
配置することを優先したい。

③医療機関における看護の質の向上とタスク・シフト/シェアに資する就業者数の目標値について
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本県の考え

第８次保健医療計画（及びかながわグランドデザイン）の目標値について

以上より、第８次保健医療計画の特定行為研修修了者就業者数の目標値は、【①70】人＋【②＋③
610】人の合計【680】人としたい。なお、実績の評価は、施設によらず、全体から数値目標の達成
度を評価したい。

②新興感染症の有事に対応可能な就業者数は、「359」人を採択したい。
③医療機関における看護の質の向上とタスク・シフト/シェアに資する就業者数は、「251」人を採択したい。
（※②高度急性期病棟数「359」人の重複は除き算出する）

① 在宅・慢性期領域に就業者数は「70」人とする。（令和５年度第1回在宅医療推進協議会訪問看護部会により決定）
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R２ R３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11

特定行為研修
修了者の就業

者数
336 375 414 452 490 528 566 604 642 680

県内医療機関等に年間38人～39人ずつ特定行為研修修了者の就業者が増加した場合の
推移は以下の表のとおりとなる。

特定行為研修修了者の就業者数の目標値（R11）

680人

＋39 ＋38 ＋38 ＋38 ＋38 ＋38 ＋38 ＋38

※

※『令和2年行政衛生報告例』より集計

（単位：人）

第8次保健医療計画及びかながわグランドデザインＫＰＩに係る
特定行為研修修了者の就業者数の目標値

＋39


